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1. はじめに  
福岡県直方市で進行中である造成工事は、約5年間の
工期で約1,100,000m3の搬出土量が発生し、施工範囲も

約350,000m2と広範囲に渡る。現場内においては、残土

搬出のみならず切盛土工が行われるため、この土の動き

をどのように管理するか、施工管理上ひとつの重要な鍵

となる。また建設CALS/ECにも代表されるように建設
業界の情報化はますます現実味を帯びてきている 1)。そ

の中でライフサイクル全般に渡り図面を電子データとし

て利用するためのツールとして3次元CADが着目され、
その標準化が進められている。そこで、情報技術（IT）
を活用し、効率よく土工量を管理するためのシステムと

して 3次元CADを用いた土工管理システムの開発に着
手した。システム運用に関しては主として現場であるこ

とから、開発のベースを現在稼働中の現場事務所に置い

た。また、必要最低限の機能を盛り込むこと、現場で使

いやすいシステムを構成することなどを目的として、主

として現場担当者が運用しながら必要に応じてシステム

を組み上げるというプロセスで開発を試みることにした。

本稿では、システムの概要と現状を述べるものである。 
 
2. 開発プロセス  
本システムは、現場担当者が実施する測量の実測デー

タを 3次元CADで処理し、出来高管理と出来形管理を
実現するものである。システムの構築に当り、3 次元
CAD を新規に導入するため、その使用においては未知
数の部分が多い。また、システムそのものも新規に立ち

上げることから、次のプロセスを踏まえることとした。 
(1) 3次元 CADの導入 現在、建設業界の CAD環境
は、JW-CADやAutoCAD LTなど2次元CADが主流
である。そのため、導入に際して、3 次元 CAD の使用
法を一から学ぶ必要があることから、当現場で試験運用

する形で2台の先行導入となった。ここでの実績を踏ま
え、平成15年2月に25台を導入し、以降、3次元CAD
に関する現地教育を開催し、社内的に広く普及させる予

定である。 
(2) システムの構成条件 システム構成に関しては、あ
らゆる現場で適用できることを前提条件とした。そのた

め、特別なハード・ソフトを必要としない構成とした。

GPS測量は、これまで充分に実績があり、その使用に関
してほぼ問題ない。測量から得られる電子データと3次
元 CAD との連携は、一般的な表計算ソフトであるマイ
クロソフト社のエクセルを用いることで解決を図った。

本システムでは、GPS 測量ソフトはアカサカテック社
GPメイト、3次元CADはオートデスク社のAutodesk 
Land Desktop 3、いずれも市販のソフトを使用した 2),3)。 
(3) システムの構築・運用 本造成工事における土工事
開始日が、平成 14年 7月 23日であった。それに併せ、
システムの運用も開始した。運用に関しては、主として

現場担当者が、その測量から土量算出までの一連の作業

の中で、要件定義をしながら行った。 
(4) 他現場への適用 平成 15年 3月現在、このシステ
ムは当現場のみでの適用である。しかし、本年度（平成

15年度）以降、ダム工事や造成工事など複数の現場への
導入がほぼ決定しており、システムの改善が期待できる。 
 
3. システムの概要  
本システムは、施工ヤードで実施する GPS 測量、現
場事務所において測量の実測データを 3次元CADで処
理を行うと言うフローで進められる。図－1 に、本シス
テムのフローを示す。 
3.1 施工ヤードでのGPS測量の利用  

GPS 測量は、測位方式によりいくつかに分類される。
本システムでは、誤差要因が少なく、かつ測定方法の容

易さからリアルタイムキネマティック(RTK)方式のシス
テムを採用した。x,y の位置情報と標高 z を電子データ

図－1 システム概要 

施工ヤード 
GPS測量用ペンコン 

現場事務所 
LDT処理用パソコン 

出来高管理 
（イメージ断面図） 

出来形管理 
（イメージ平面図） 
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として出力可能である。従来の光波やレベルを用

いた測量方法とは異なり、人員の質や経験などに

測定結果が左右されず、また最低2人を必要とす
るのに対し、1 人で実施可能である。測量結果も
電子データとして保存されるため、野帳への記入

ミスや計算ミスなどの人的ミスを防止でき、全体

として作業の均一化、効率化および省力化を図る

ことができる。 
3.2 現場事務所への3次元CADの導入 
 現場事務所では、GPS測量より得られた実測データを
3 次元 CAD で処理する。図面内にある各オブジェクト
は x,y,zの座標値を持っているため、図面から数量を拾う
ことができ、土量算出などの出来高管理が可能となる。

また、図面の3次元化により、出来形管理として現場の
状況を視覚的に把握・検討が可能となり、また、その利

用法によってはプレゼン効果も高い。 
 
4. 造成工事での適用  
本工事は、直方市感田東土地区画整理事業に伴う流通

業務施設及び宅地の造成工事である。工期は、平成 14
年 2月から平成 19年 3月の約 5年間となっている。施
工範囲は、国道 200 号バイパスを挟んで左右に約
350,000m2と広範囲にわたる。そのうち、土工事におい

ては、約1,100,000m3の搬出土量が発生する 4)。 
本システムは、ダンプ運搬による場外搬出分の土量管

理だけでなく、場内の切盛土工量についても管理可能で

ある。GPS測量は、土取場と土捨場の双方で週1回の割
合で実施する。その都度データ処理を行い、必要に応じ

て出来高管理として土量や横断図の出力、出来形管理と

して理事会、定例報告会や月例報告などに利用している。

それぞれの測量・データ処理の所要時間は、土取場で約

2時間、土捨場で約1.5時間程である。3次元CADでの
データ処理は、それぞれで各々1、2時間程度である。 
出来高管理(表-1)においては、本現場での適用が初であ
ることから、従来の手法と併用して土工管理を行ってい

る。GPS測量の進め方や仮切盛土工量の管理の仕方など
管理面での検討課題は幾つかあるが、運用に関しては、

ほぼ問題ない。出来形管理(図-2)においても、切土、盛
土部、仮設道路など色分けすることで視覚的に施工場所、

進捗状況が把握出来る

形で出力をしており、

理事会や定例報告会な

ど、対象者が技術者で

ない場合に効果が高く、

図面だけの説明よりも

わかりやすいとの意見

を得ている。 

5. おわりに  
本稿は、効率的な土工管理システム構築を試み、造成

工事においての適用例を紹介した。今後、適用現場を増

やし、システム改善を行い、さらには労務の管理システ

ムなどの機能も盛り込むことで総合的なシステムへの発

展が望まれる。しかし現実問題として、現場数・職員数

は減少していくことが予想される。より IT 化、機械化
が進むにつれ、本システムも発展すると考える。本シス

テムは、少人数でも高度な土工管理を実現可能なものに

する、と言う将来的な建設現場の在り方を示したひとつ

のよい例となるのではないだろうか。 
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準備状況             測量状況 
写真-1 GPS測量の様子 

表-1 出来高管理：数量集計表 

平成14年9月度        平成14年12月度        平成15年3月度 
図-2 出来形管理：進捗状況平面図（定例会報告書資料より） 
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